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施工業者様用
〈施工説明書〉

このたびはウッドワンの商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。
施工前にこの施工説明書をよくお読みいただき、安全に正しく施工されるようお願い致します。
製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害・財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を
よくお読みください。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいただき、内容をよく理解して正しくお使いください。

内装引き戸
下荷重タイプ

施工に際して以下の注意が守られない場合、施工に従事される方の傷害並びに住まわれる方の
傷害または財産上の損害が生じるおそれがあります。確実にお守りください。注意

安全上のご注意 安全に正しくお使いいただくために必ずお守りください

禁止

必ずおこなう

・屋内専用。
屋外や浴室に使用すると、湿気、雨濡れ、強い太陽光などにより腐れ、割れなどの劣
化が進み、脱落の原因となり危険です。

・調整用戸車・レール等は消耗性部品。
引戸用戸車およびレール間に、異物が付着した状態での開閉は避けてください。長
期間のご使用にあたり、開閉がしづらくなった場合には、交換（有償）をお薦めしま
す。

・開梱後は換気を行なう。
本製品はホルムアルデヒド・VOC（揮発性有機化合物）対策品です。ただし、新築・リ
フォーム直後や夏場など高温の環境下ではホルムアルデヒド・VOCが室内に滞留
しやすく、健康被害につながるおそれがありますので、施工中、使用中は適宜換気
を行うようにしてください。

TG-KV-施⑫
2206T

342

・インパクトドライバーで締めすぎないようにする。
インパクトドライバーの締めつけトルクが強すぎると、ビスが空回りしてしまうおそ
れがあります。

お手入れのしかた

養　　生

枠材が汚れている場合は、水で薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい布を堅くしぼってふき取り、乾いた布で仕上げてく
ださい。ベンジン・アルコール・シンナーなどの溶剤を使用すると変色・変質しますので、絶対に使用しないでください。

当て傷・擦り傷等がつかないよう保護紙等でカバーして養生してください。粘着テープなどは直接商品に貼り付けな
いようにしてください。

施工終了後

〒7738-0023
広広島県廿日市市下平良1-12-1

0120-813-331
［受付時間］平日8：30～17：00 
［休日］土日・祝日・GW・年末年始・夏期休暇

［商品相談窓口］
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注意

注意

戸車

①

② 上レール
カチッ

上部ガイド

引手

クリップ

クリップ

梱包を開いたら引き戸本体および下表の付属品に不足および問題がないかどうかを確認してください。

引き手（別売品）

部材名
引き戸

戸車

数量 備考
1枚

2個 取付済

部材名
引き手

数量
1セット

■梱包内訳表

上部ガイドをスライドさせ、上部ガイド受けにカチッと
音がするまで差し込んでください。

扉を敷居もしくは、床直付レールの
レール溝に戸車を入れ、扉をおこし
ます。

上部ガイドをガイド受けに差し込んだ後、
爪が下がりガイド受けから外れないこと
を確認してください。爪が下がっていな
い場合、指で押し下げて下さい。
正常に差し込まれていない場合、扉開閉
時に外れる可能性があります。

※上記イラストは敷居施工の場合

正常に取り付けられた場合
爪が下まで下がります。

ダイカストワンタッチは
引手をクリップ付きの引
手にセットし、浮いた状
態にならないよう、しっ
かりと扉面に押さえて
下さい。

■引手の取付

樹脂製ワンタッチは
引手の取り付け向き
を確認後セットし、浮
いた状態にならない
よう、しっかりと扉面
に押さえて下さい。

爪が下がっていない場合、
指で押してください。

1引き戸の取り付け

2引き手の取り付け

②①

■引手の取付

開梱

施工手順

デザインによってガラスの裏表があります。
裏表に注意して施工してください。
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注意

取り付け方法

取り付け金具

1200mm（±25mm）

引き戸ストッパー

FL

引き戸ストッパー

大型サムターン

専用ビス

フロント板

加工穴

カマ錠ケース

105

1
6
ø

両側ソフトクローズ仕様の場合、引き戸
ストッパーによりソフトクローズが作動し
なくなります。この場合、トリガー取り付
け用の穴と同径の穴を引き手側に102
㎜ずらしてあけ直し、トリガーを取り付け
て下さい。

カマ錠の取り付けをします。①

錠を錠加工穴にとりつけます。②

フロント板は、加工穴にズレ
ないように入れてください。
ビスをしめつける際には、フ
ロント板をしっかりおさえて
行ってください。
※カマ錠の取り付け時は、必ずカマがケース内に入った
状態で取り付けてください。

※青が表示された状態で取り付けてください。

※サムターンが回転するので干渉しないように、
ビスをしっかり締めてください。

錠の向きは下図の表示で取り付けてください。

大型サムターン

取り付け位置

大型サムターンが中方立て側にくる時、必ず別売の引き戸ストッパー(ZY1637)を使い、引き残しを
つくってください。ただし、有効開口は102mm狭くなります。

※小壁側の竪枠の防間じゃくり
センターに床から1200mm
（±25mm）の高さに取り付
けてください。

オプション

■錠の取り付け　（表示錠・間仕切り錠・鍵付き錠の場合のみ）

ビス打ち込みの際は、割れ防止のため、
下穴を空けてください。

お願い

ビスは同梱のビスを使用して取り付けてください。ビスで
金具の固定を行う際は過大なトルクを発生させる工具は
極力使用しないでください。強いトルクを発生させるイン
パクトドライバーを用いると、締め過ぎによるビスの空転や
部材に割れが生じ、適切な固定できず、商品に悪影響を及
ぼす原因となります。

ビスの取り付けの留意点

■大型サムターン表示錠ご使用時の注意

形状

3枚引き込み戸
2枚引き込み戸
3枚引き違い戸
引き違い戸

必要個数

2個 2個
3個 対応なし
2個 対応なし
3個 対応なし

片側ソフトクローズ ソフトクローズなし

引き違い戸・3枚引き違い戸・2枚引き込み戸・3枚引き込み戸の
片側ソフトクローズ（標準仕様）、ソフトクローズなし（オプション）の戸尻側のレール端に取り付けます。

ビスは同梱のビスを使用して取り付けてください。ビスで金具の固定を行う際は
過大なトルクを発生させる工具は極力使用しないでください。強いトルクを発生
させるインパクトドライバーを用いると、締め過ぎによるビスの空転や部材に割
れが生じ、適切な固定できず、商品に悪影響を及ぼす原因となります。

ビス打ち込みの際は、割れ防止のため、下穴を空けてください。

ビスの取り付けの留意点

お願い

①キャッチャーをレール端に当てて、ビスで取り付ける位置を確認してください。

②レールに下穴を開けて同梱のビスで取り付けてください。

■戸尻側キャッチャー
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引き戸を
下げる

引き戸を
上げる

引き戸を
下げる

引き戸を
上げる

上下調整穴

引き戸は下がる
（戸車はひっこむ）

引き戸は上がる
（戸車は出てくる）

左 右

上 下

左 右

上 下

固定ビス

固定ビス

調整ビス

上下調整：
上下2.5mm

カマ

この線よりも
受けプレートは
若干上に設定
(1.0mm以内)

受けプレート

※納品時にはセンターに
　ビス留めしてあります。

1
0
3

1
2
2

左右調整ネジ

扉が右に動く

扉が左に動く

調整ネジ

扉が左に動く

ドライバー＋

扉が右に動く

1竪枠と引き戸の間に隙間が生じたとき（上下調整）

2引き戸と引き戸が擦れ合う、又は引き戸と中方立があたる場合（左右調整）

3カマ錠受け金具（枠側）の上下調整

■引き戸と竪枠の上部に
　隙間が生じたとき

■引き戸と竪枠の下部に
　隙間が生じたとき

■上部ガイドの左右調整 ■戸車の左右調整（下側の調整ネジ）

※上下の調整をした場合、必ず受け金具の調整をしてください。

隙間の状態をご確認後、プラスドライバーにて戸車の上
下調整ネジで調整を行ない、竪枠と引き戸の隙間をなく
してください。その際は、両側の戸車2つとも必ず調整を
してください。（上側の調整ネジ）

竪枠と引き戸との間に生じる隙間をよくご確認ください。

引き戸をご使用の際に、引き戸と中方立の間の隙間が大きい、または、逆に隙間が少なくて引き戸同士、または
引き戸と中方立が擦れるような場合には、上部ガイドと戸車の左右調整を行ってください。

引き戸の上下調整を行った場合は、錠と受け金具の上下の位置関係にズレが生じます。
引き戸のロックがしっかりと行われるように下記の要領で調整してください。

受け金具

引き戸の上下調整の両方またはどちらかの調整を行った場合は必ず受け金具の
調整も行ってください。調整をしないと引き戸が閉まらなくなったり、金具を破損
するおそれがあります。

①受けプレートの調整ビスを受けプレートが動く程度にゆるめます。

調整が終わりましたら調整ビスを締めて確実に固定してください。

②

③

カマ錠のカマを出した状態にし、左図のような位置関係になるように調整します。
調整は、基準ラインよりも若干上に設定してください。

お願い

調整


